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禅
修
行
に
お
け
る
心
得 

一
、
こ
の
坐
禅
会
は
、
自
己
研
鑽
を
目
的
と
し
て
、
坐
禅
の
み
な
ら
ず
食
事
、
作
務
な
ど
の
実
践
に

よ
り
、
自
己
を
見
つ
め
な
お
し
て
い
た
だ
く
修
行
で
あ
り
ま
す
。
坐
禅
は
自
己
の
精
神
修
養
は

勿
論
の
こ
と
自
利
利
他
の
精
神
を
持
ち
、
常
に
初
心
を
忘
れ
ず
に
励
み
ま
す
。 

一
、
禅
寺
に
於
い
て
食
事
は
常
に
厳
粛
に
行
い
ま
す
。
敬
意
を
持
っ
て
、
良
き
姿
勢
で
い
た
だ
き
ま

す
。 

一
、
「一
日
作
さ
ざ
れ
ば
一
日
食
ら
わ
ず
」
禅
門
で
は
何
よ
り
も
作
務(

寺
内
の
作
業)

を
重
視
し
ま

す
。
働
き
の
な
か
に
禅
の
道
を
求
め
る
の
が
作
務
の
精
神
で
す
。
動
け
る
こ
と
の
感
謝
と
奉
仕
、

清
掃
に
徹
底
し
ま
す
。 

一
、
自
分
勝
手
な
行
動
や
休
憩
時
間
で
の
雑
談
等
、
他
の
参
加
者
へ
迷
惑
を
か
け
ぬ
よ
う
に
。
休
憩

時
間
等
に
使
用
し
た
茶
碗
な
ど
は
各
自
、
自
主
的
に
片
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
全
員
で
修

行
を
積
む
坐
禅
会
で
す
か
ら
、
皆
で
作
り
上
げ
て
い
く
修
行
の
場
と
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

注
意
・遵
守
事
項 

一
、
当
日
の
無
断
キ
ャ
ン
セ
ル
は
全
額
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。
後
日
請
求
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

一
、
服
装
は
特
に
指
定
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
坐
禅
会
に
相
応
し
い
も
の
と
し
ま
す
。 

一
、
飲
食
物
、
煙
草
の
持
ち
込
み
は
禁
止
し
ま
す
。 

一
、
体
調
は
各
自
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
修
行
中
で
の
事
故
及
び
体
調
不
良
、
怪
我
な
ど
責
任
は
負
い

か
ね
ま
す
。 

一
、
車
で
の
ご
来
山
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
駐
車
場
使
用
の
場
合
、
実
費
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。 

一
、
貴
重
品
等
は
な
る
べ
く
お
持
ち
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

一
、
指
導
者
の
指
示
に
従
わ
ぬ
場
合
や
他
の
修
行
者
の
妨
げ
と
な
る
よ
う
な
行
為
と
判
断
し
た
場

合
、
退
堂
を
命
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

一
、
会
中
は
携
帯
電
話
の
使
用
は
禁
止
と
な
り
ま
す
。 

 


